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八
成
入
者
代
表
の
点
火
，V

ひ幸量

人
町
長
の
式
辞
＼

広

第
ご
十
回
朝
日
町
成
人
式
が
一
月
寸
王

日
成
人
の
日
に
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ

ン

タ
ー
に
新
成
人
者
一
四
九
名
を
迎
え
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
は
成
人
者
代
表
に
よ
る
成
人
の
火
の

点
火
に
始
ま
り
、
町
長
の
式
辞
、
町
議
会

議
長
の
祝
辞
、
成
人
者
代
表
の
醤
い
の
こ

と
ば
、
そ
し
て
先
訴
の
は
げ
ま
し
な
ど
が

あ
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
若
者
た
ち

」
の
歌
合
唱
と、

来
・
貨
や
関
係
者
の
見
守

る
な
か
、
成
人
と
し
て
の
喜
び
と
貨
任
を

刷
に
感
激
の
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

f
’W
せ
ド
いき
コ

！
小
，

ー
あ
な
た
が
生

ま
れ
た

【喧和 32年aJ 

と

き

・3

の

朝

旧I

｛］ 

~ 15 

•: •JI日町 ~））の合J 1 iJ成人式が泊中学校で開nrされる 。
4. 1 

勾行1'1111丹が？1:1.＼以にfJJ竹；寧する。

5. 2 
lBfに金w制度が突l泌される。

6. 29 
w 1 1111•；リ旧制f学校体育とが小JLI11グ品 ン，...でLJH!!l'
される。

7. 20 
•;O]lllff f／~ ~委員会が発起するι

9. 11 

，／］；川部活十こ／，（if"J防隊が品。ii＆される二

10. 15 

・:u1臼町j毘業セングーがぷ｛目される。

11. 5 
第 lJ11J1;iJJ日fllJM.!Yf;"/(!11!2＇（工会が開！tr’される。

11. 20 
Jさ111・：川崎駅が問題するν

12. 26 
別 1Jii] •:iJ旧町山年議会が開かれる。

A
ト
川
判

H
阿
川
川
の
人
H
M吠
人
式
V

p
f
N
必
中
山
崎
駅
の
此
通
γ
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会

長

副
会
長

ひ

山

崎

大
家
庄

一胸

保

五
箇
庄

泊
一
区

泊
二
区

泊
三
区

本
一
川

富

山

品

川

崎
伺

さあ報広

新

し

区

長

町
内
会
長

し、

内

C

ん

日
み
ん
な
の

b
世
話
を
し
て
い
た
だ
く

区
長
・
町
内
会
長
さ
ん
で
す
り

八
圃
朝
日
町
喬
地
区
の
区
長
／

酒

弁

栄

道
．ト
賢
次
郎

土

弁

宏

4

西

田

浦

臼
本

喜

一

中
島

定
良

省
出

繁
松

初
出
正
一

川
内

よ
突

水
島
近
太
郎

八
区
長
会
役
員
．・

省：E
i:H -J干

繁
絵 5終

（羽
人
）
谷
政
治
、
三
二
百
民
間
』
長
内
仲
間

平
、
（
経
）

上
一A
．宰＋
A

、
（
幼
）
中
野
姶

義
、
〈
小
在
池
－
山
本
一

雄
、
（
花
M
H
）

牧
野
総

m．
（
山
崎
新
）
滋
汗
リ
川
、

（細

野
）
辻
栄
敏
大
、
（
山
王
）
小
沢
政
与
、

（
殿
町
｝
大
井
凶
郎
、
（
湯
ノ
揃
）
黒
崎

文
二
、

（
大
家
庄
）
火
山
メ
保
久
光
、

（仲介

ノ
口
）
大
久
保
伊
文
、
（
抑
制
）
池
山
清

（三
校
機
）
小
川
一
郎
、

（不
動九
日）

道
ト
賢
次
郎
、
〈
績
水
｝
加
納
弘
、

（高

野
）
曹向
島
義
悩
‘
（
ト
山
新
｝

野
村
久
間

〈
金
山
）
＋
〈
弁
盤
治
、
〈
部
川
｝
古
川

清
蔵
、
小
川
川
新
｝
濃
川
小
右
一
－
一
門
、
〔

下
野
）
大
野
他
吉
、
（
藤
阿
部
）
森
岡
茂
、

（
尚
道
）
清
水
質
二
、

〈れ
4

．
史
）
柏
木
X

入
岨
朝
日
町
各
町
内
会
長

雄
、
（
越
）
勝
原
湾
、
（
竹
の
内
〉
江
測

菊
次
、
（
町
南
保
）
南
部
俊
、
（
高
畠
）

土
井
宏
司
、
〈
谷
）
佐
々
木
次
郎
、
（
長

野
）
大
森
敏
雄
、
（
石
谷
〉
殿
村
正
信、

（
蜂
谷
）
米
丘
寅
吉
、
（
池
作
町
〉
吉
旧

彦
市
、
（
桜
町
南
部
）
舘
辱
司
、
（
桜
町

中
部
｝
山
本
政
雄、

（桜
町
兆
部
）
鯵
間

際
雄
、
（
旭
ケ
正
）
広
川
建
之
、
（
月
山

一
玄
）
西
村
冗
成
、
〈
月
山
二
区
〉
西
出

浦
、
（
月
山
三
区
）
永
弁
山
、
〈
草
野

一

区
）
浜
出
英
成
、
〈
草
野
二
区
）
倍
以
武

志
、

（
赤
川
東
部
）
長
谷
川
年
男
、
（
赤

川
中
部
）
位
波
庄
市
、
（
赤
川
西
部
）
浜

文
宮
、
（
元
屋
敷
）
近
江
除
、

（下
僚
尼

）
水
島
信
雄
、
（
温
泉
町
）
藤
沢
和
夫
、

（上
積
出
）
ゆ
端
健

て
（
宮
本
町
）
水

島
問
作
、
（
締
向
町
）
大
平
民
造
、
（
神

田
町
〉
加
藤
徹
朗
、
（
東
一卜
町
〉
畠
山
添
一

朗
、
（
西
下
町
）
居
波
千
吉
川
、
（
束
三

浦
町
〉
出
山
直
次
郎
、
（
中
三
浦
町
）

臼

本
喜
て

（西
三
浦
町
）
清
水
親
範
、
（

中
町
）
祭
守
哲
朗
、
（
弥
生
町
）
大
村
れ

夫
、
（
大
屋
）
大
谷
益
雄、

（本
町
）
中

島
定
良
、
（
拳
町
）
柏
木
駒
火
、
（
上
町

東
部
）
机
木
文
次
、
（
上
町
西
部
）
秋
山

長
松
、
〈
清
水
町

一
丁
目
〉
下
山
川
二
、

（清
水
町
二
丁
目
）
白
川
護
夫
、
（
割
尻
市

野）

叫寸
崎
和
航
、
（
西
町
）
高
桜
正
安
、

（松
鳩
町
）
金
弁
克
二
、
（
若
車
町
）
丸

詞
良
作
、
（
沼
保
｝
大
村
正
一

、

（
荒
川

一
丁
U
〉
美
佐
治
平
、

（荒
川
二
丁
目）

宮
波
宏
川
、
へ
荒
川
三
丁
目
）

河
津
銭
次

（
荒
川
四
丁
目
）
沢
泉
吉
治
、
（
荒
川
有

丁
目
）

草
官
民
畿
二
、
（
栄
町
）
折
谷
恭
一

（末
広
町
）
稲
村
捨
吉
、
（
下
道
下』

石
文
雄
、
〈
中
道
下
〉
岩
田
繁
松

（
上
道

下
）
山
本
明
、
〈
日
東
町
）
佐
野
健
伍
、

（
平
柳

一
区
）
平
坂
久
議
、
（
平
柳
二
区

）
砂
図
書
草
作
、
（
笹
川
）

勝
田
庄
一
、
（

笹
川
）
竹
内
重
努
、
（
笹
川
）
竹
内
民
郎

（
笹
川
）

曹
団
膨
次
、
（
笹
川
）
折
6

潤
治
、
〈
笹
川
〉
竹
内
重
郎
、
（
笹
川
）

折
谷
武
治
、
ハ
宮
崎
）
河
内
正
美
、
〈
符

崎
）
河
内
政
択
、
（
宮
崎
）
岩
谷

一
樹、

〈宮
崎
）
前
川
倍
、
（
宮
崎
）
扇
谷
久

一

〈宮
崎
）
竹
谷
寛
、
（
宮
崎
）
舘
別
総

戸袋
）
水
島
近
太
郎
、

（境
）
水
世間
労

光
、
（
崎明
）
渡
辺
正
、

〈境
）
水
島
刺
彩

（崎明
）
水
島
光
附
、
（
崎明
〉
問
中
勉、

（
縫
〉
水
島
滞
弘
、

（崎明
）
水
島
秀
範、

〈
境
）
川
村
幡町
行
．

（
場
｝
氷
向
車
廿
て

（崎明
）
前
川
昭
三
郎
、
（
涜
）
－

whww、

（
大
平
）
末
上
芳
照

所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
は
お
早
め
に

申
告
．
鍵
幽
は
＝
一
月
＋
五
日
玄
で
に

贈
与
税
の
申
告
は
二
月

一
日
か
ら
、
所

得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
印
告
期
限

は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
か
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落

ち
着
い
て
国
間
談
で
き
な
か
っ
之
り
、
長
い

時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も

な
り
ま
す
乃
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
ブ
ー

く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

所
得
税
は
個
人
が
一
年
間
に
得
た
所
得

に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。
所
得
税
の

脚限
定
申
告
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

G
事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の

あ
る
人
、
土
地
を
必
っ
た
人
な
ど
で
、

間

和
五
十
二
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、

配

川
附
者
鐙
除
や
扶
獲
控
除
な
ど
の
所
得
mu除

の
合
計
額
よ
り
多
い
人
。
＠
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
、
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え

る
人
や
給
写
以
外
の
所
得
が
一
一
十
万
円
を

出
え
る
人
な
ど
で
す
。
⑤
鍵
定
申
告
を
し

な
く
て
も
よ
い
サ
句
リ
1
マ
ン
で
も
、
阪

般
質
問
除
や
住
宅
取
得
鐙
除
な
ど
が
受
げ

ら
れ
る
人
は
、
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

今
年
新
た
に
確
定
申
告
を
す
る
人
に
は

税
務
署
に
申
告
書
の
用
紙
や
書
き
か
た
な

ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
所
得
や
税
額

の
計
算
の
仕
刀
、
申
告
書
の
曾
き
か
た
な

ど
で
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら、

お
気
軽
に
税
務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い。

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署
で
は
山
中

ι同相
談
を
受
け
る
俸
制
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も
無
斜
で
相

談
を
受
け
て
い
ま

7
。

人
税
明
会
ソ

一
日
刊

ぶ
川
二
十
日
『
リ
日
午
後

一
時

か
ら

拘 会
当 渇

判
日
町
濁
じん式

魚
川
印
刷
倒
防
汚

町
県
民
税
申
告
相
談

由
申
告
・
冒
提
出
は
三
月
＋
五
日
玄
で

附
和
五
十
三
年
度
の
町
県
民
税
の
山
甲山

説明
は
二
月
中
旬
に
配
布
川
し
ま
す
。
該
当
の

万
は
、
山
叩
円
借
慣
川
紙
に
必
要
直
申
項
を
記
入

の
う
え
‘
必
要
な
由
旬
開
閣
を
添
付
し
、
一
三
月

十
五
日
ま
で
役
湯
税
務
樹
齢
又
は
各
農
漁
協

（
支
所

・
川
銀
所
）
へ
銀
山
し
て
一
ト
ざ
い

（各
忽
は
に
申
告
書
の
校
入
閣
が
雌
い
ア

あ
り
ま
す
。
）

な
お
中
小
川
世
間
が
川
い
て
い
な
か

っ
た
万

や
記
入
の
し
か
た
得
詳
細
に
つ
い
て
は
は

治
税
務
課

（g
J
f

－
－1
C
、
内
線
．． 

・1
〉
ま
で
お
川
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

程
月 日 地 iズ 柑 ，淡 会 JI 

2月23日＠.24日⑥ Ill 崎 ii•央農協 Ill 崎支所

2月27日＠ 南保 』Ji央農協南保支所

中中央央農農協協侠I克川支支所所2月28日必 境 ・笹 川

宮崎 川崎 iili 漁協
3月 1l3 /ti 姪羽 谷入 }i11央農協鐙谷出張

3月21:1@.J 1:1⑥ 五箇庄 IJ I央SJ.協ti箇丘二之内f

3月6日R・ 7日＠ 大家庄 大家庄 農 協
一一ー一 一件
3月8B・-R'. 9日＠ 泊 .;01 日町役場

日談相告申γ
相
談
時
聞
は
い
す
れ
も
午
前
九
時
τ
一十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

相
談
日
以
外
の
臼
に
も
役
湯
税
務
課
で

申
告
南
端
棋
を
行
な
っ
一
・
川
れ
ま
す
。

n
 

i
 
－－、

9 
5 
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裸
放
水
で
気
勢
を
あ
げ
る

消
防
団
恒
例
の
出
初
式

昭
和
五
十
三
年
の
朝
日
町
消
防
団
出
初

式
は
、
一
月
六
日
、
役
場
前
に
六
分
団
が

集
合
整
列
、
装
備
点
検
な
ど
の
あ
と
、
中

央
農
協
前
で
の
一
斉
放
水
ゃ
、
第
四
分
間

に
よ
る
ぬ
ま
し
い
操
放
水
、
威
風
堂
々
の

分
列
行
進
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
当
日
は
無
火
災
表
彰
及
び
優
良
団

員
と
し
て
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

λ
団
長
表
彰
V

山 首住水
田岡吉野

収
作
（
第
一
分
団
、
班
長
）

朝
春
（
第
二
分
団
団
員
）

郡

一
（第
三
分

団

団

箇）

山
川
（
第
四
分
団

団
員）

ひさ報一一一あ

八
盤
列
し
た
梢
鋭
V

広

九
野
木
幸
雄
（
第
五
分
団

田

原

忠

正

〈第
六
分
団

団
員
）

団
員
）

八
団
長
功
績
寧
ソ

水
野
甚
之
助
（
第
一
分
団
、
班
長
）

姻
一

則
夫
（
第
二
分
間
、
班
長
〉

河
村
鉄
閉
山
（
第
三
分
間
、
班
長
〉

水
品

舜
二
（
第
四
分
団
、
団
員）

長
弁
宗
一
（
第
五
分
団
、
団
員）

加

藤

克

（
第
六
分
間
、
団
員）

八
無
火
災
表
彰
V

年
間
無
火
災

年
間
無
火
災

第
二
分
間

第
六
分
団

八
民
ま
し
い
制
政
水
V

優
良
青
年
を
表
彰

－

成

人

の

日

に． 

朝
日
町
で
は
、

一
月
十
五
日
成
人
式
の

附
上
、
青
年
川
や
野
円
年
学
級
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
鋤
し
幼
制
の
あ
っ
た
個
人
、
間

体
を
優
良
書
円
年

・
間
依
活
動
者
と
し
て
ぷ

移
し
ま
し
た
。

舟

見

必

〈

泊

）

柳

下

着

一
（

泊

）

浜

川

日

英

（五
節
庄
）

中

山

山

賀

（耐

保）

九

里

正

慾

（
山
崎
）

沢
井
一
男
（
大
家
庄
）

門
口

光
夫

（
大
家
圧
）

竹
内

重
之
（
笹

川〉

人
形
の

家
（
代
表
入
江
久
〉

4
H
ク
ラ
ブ

〈
代
表
殿
村
満
）

ハ
緩
良
背
年
の
表
彰
V

、
水
口
連
青
問
長

表

彰

さ

る

。
永

ロ

明

弘

君

（
お
銭
）

山
崎
五
五
七
三

一
月
十
四
日
、

「
成
人
の
日
」
記
念
優

良
脅
年
等
表
彰
式
が
、
県
庁
に
お
い
て
聞

か
れ
、
青
年
学
級
活
動
の
学
習
企
画
、
方

法
の
改
普
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
町
連

合
青
年
団
事
務
局
長
、
団
長
と
し
て
団
組

織
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
永
口
明
弘
君

（

山
崎
）
が
優
良
青
年
と
し
て
富
山
県
教
育

蚕
員
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

境
小
学
M
M
後
段
会
（
会
長
氷
尚
近
太

郎
氏
）
よ
り
同
校
ヘ

カ
弓
l
テ
レ
ピ

一

台

・
際
航
一
張朝

日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
活
態
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
清
水
町
松
永
常
次
さ
ん
よ
り
亡
母
シ

ン
さ
ん
の
供
養
の
た
め
、
香
典
返
し
の

一

部
五
万
円

℃
日
商用
紡
絹
労
働
組
合
的
支
部
よ
り
四
万

い
千
三
百
三
十
四
円

9 
6 

V
道
下
と
く
名

ニ
二
八
点

マ
朝
日
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
よ
り
四
千
円

ブ
朝
日
町
青
果
小
売
組
合
よ
り
二
万
円

マ
東
草
野
米
田
蕃
さ
ん
よ
り

一
万
円

マ
小
川
建
設
X
玄
社
長
岡
田
三
郎
さ
ん
よ

り
恵
ま
れ
な
い
人
逮
に
と
十
万
円

マ
沼
保
中
島
鋳
夫
さ
ん
よ
り

一
円
玉
九

百
十
八
円

マ

沼

保

木
村
喜
由
、
と
き
え
さ
ん
よ
り

一
円
王
八
百
二
十
五
円

，
v
普
明
会
教
団
高
岡
支
部
よ
り
四
万
円

マ
富
山
県
肢
体
不
自
由
児
父
母
の
会
よ
り

精
薄
者
育
成
会
へ
指
定
寄
付
四
平
円

マ
と
く
名
五
千
二
百
九
十
六
円

V
扇
付
け
工
業
所
従
業
員
一
同
よ
り
一
万
四

千
四
百
十
二
円

hv大
屋
荒
尾
ま
り
さ
ん
よ
り
三
千
七
百

一
円

V
泊
桑
守
即
慧
さ
ん
よ
り
五
千
円

マ
三
浦
町
と
く
名

三
万
五
千
円

マ
本
町
内
ぬ
よ
し
さ
ん
よ
り
二
千
円

マ
荒
川

一
丁
目
魚
谷
秀
雄
さ
ん
よ
り
二

千
円

喝－
平
柳

一
区

下

鳥

半
古
さ
ん
よ
り
二
千

円…〉
山
崎
と
く
名
一
万
八
千
円

。＼
朝
日
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
家
族
チ

ャ
リ
テ
ィ
パ

ー
テ
ィ
ー
の
収
援
金
六
万
円

ノ山
崎
仙
名
敏
子
さ
ん
よ
り
四
千
十
一
一

円u
v
細
野

山
崎
神
龍
ざ
ん
よ
り
一一一
千
円

一V
荒
川
淡
京
子
さ
ん
よ
り
拾
得
物
報
労

人
b
A

一
千
円

d

西

町

森

木
庄
一

さ
ん
よ
り
四
千
円

）
と
く
名

古
切

手

て

六
五
八
枚

プ
八
回
会
よ
り
新
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
イ
ズ

の
収
益
金
六
万
六
千
円 プ

ラ
ス
チ

ック
製
品

(4'-
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附和531F2n10 n 朝日町職員採用試験公
朝 日町長

~ 
E司

中川 薙

この試験は、消防判において消防業務に従事する職への収川似h打者を定めるために行うもの

です。

1 . 2実険区分とZ票用予定人員

消 防 ？？ 士！？う

2.受験資絡

学 ｝後 齢 リJ女の別 1

首1 。学校教宵法による高等学校 昭和30年4月2日から

その他の要件及び附記

(l）朝日町に居住する者。

卒業以＿J：.の学｝併を（jする者 l似利35年4月 ！日まで (21必要学歴はζれと同寄与：と認められる学
盟主資絡を含みます。防 （悶和53年3月卒業見込の に~J；まれた者

者も合む。）

ただし、次の事項の一つでも該当する者は受験できません。

(1) 日本の国穏を有しない者

(2）禁治産者および懲然治産者

I刃 子
(3）現に普通自動車免許を有する者又は昭

和53£1:3月までに当抜免許を取得見込
みの者。

(3）禁乙以上の刑に処せられ、 その執行イピ終るまで又はその執行を受けるζ とがなくなるまでの者

(4) 日本田辺法施行の日以後において、日本国訟法文はその下に成＼／：した政~·He暴力で似脱することを主張する政党、その他
の｜吋体を結成し、 又は乙れに加入した者

3. 2式般の日時、場所、方法亙ぴ発表

日 時 試 験 L易 プJ 法

第 1次
昭和53年2月27日（月）

市111県教宵文化会館
(I）教li:試験公務員として必要なー般知能＆び教終につい

受付開飴 午前911午 て、択一式筆，i12；試験を行います。

試 験 試験開始午前10時 （富山iliJHll北町7～1) (2) tnじよ験 文れによる表現）J、まとめ万等について行い
ます。

tf, 2次 間f!l53年2月27日（月）
朝日町福祉センター

（事1次調会皆ら）
(J）口i1£試 験 主 と して人物について、 例日IJ而似ーによる試験

試験開飴午後411.J; を行います。
験 は、2朝次試日町験会（町政まパで

ス）が輸送・します。

受験飛受領の際指示し 首1 l1i~ 
身体検査

身体検It
ます。

l犠務逆行に必要な他険度を(iするかど，.）かについて純資I_,

ます。

身｜；訓査 ｜ 受験資絡の有無、 rjl込書記載事項の真否、その他について調査します。

ィラ絡発表 昭和53~手 3月下旬 朝日町役場前射示場に掲示（公約）して発表するほか、合的者には曾面で通知します。

4. 合絡から採用さでの経路

代絡者は、 その試験区分のu~川IJI,：陥桁 r.郊に；iJ·快ぎれ、乙のg1から！戊縦l闘にl:i:ffl平’；が決Jとされます。 :f1 fo:ttは、間利53年 9 J'J301 I 

まで有効です0 l~用は、名簿のイi'.iJJ則間q rにおいて必要にj必じて決〉とされるので合併者会員がjねIJされるとはm~りません。

5. 受付申込手続

(I) ljl込用紙は、物旧町役場総務課において交付します。
IH込 用 紙の 請求 1(2） 『，，込用紙を郵便で請求する弱合は、封筒の表に 「N＇.用試験申込曾請求 Jと朱密し、返信用対f,';'j

（あて先、郵便番号をIVJ記し、切手をはること。）を必ず同封してください。

(1) 申込則紙に必要な事1認を記入し、朝日町役場総務課へ提出のうえ、受験票を受領してください。
(2) 申込種郵送の場合は、封筒の表に 「採用‘試験申込」と朱密し、受験出送付のために50円切手を

111 込 刀 法 同封してください。
。受験烈には、申込前6か月以内に療った本人と確認できる写真（上半身、脱眠l、正直向縦6紙、
横4.5粧）をはって試験当日持怠してください。

昭和53年2tl・4臼（火）から同年2月20日 （月）まで受け付けます。 〈平日午後 5時、土曜日は
受 付 !QI 間 午後O時30分まで、 円曜日は休み。） 部送の場合は、 (Ii］年2月20日までの削印あるものに限り受け

付げます。

6. その 他

ζの；；点検の詳細に’づいては、 朝日町役場総務課におJiiiい代わせくだえい。

(!i) 



間 ln 5 3 ~2 Jl l0 日
月刊〈毎 月 I0日発行｝

ー一一 10 0万円 以上一一

〈〉大屋流雪潟附帯エ司E

仁事費 364万円

ぶ 期 12月26日～53年 3月25日

。林道大平線災害復旧工事

工事費 262万円

工 ｝QJ 1 Ji31日～ 3月初日

延長 27m

町
民
武
道
大
会

一
川
二
十
二
日
、
町
民
総
合
体
育
館
で

第

一
間
町
民
武
道
大
会
が
開
俄
さ
れ
ま
し

た
。
山
川1
日
は
£
道
、
剣
泊
、
引
手
の
ご
．額

自
に
豆
剣
士
や
女
性
も
混
じ
え
山
然
し
た

け
イ
い
任
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

第 2「仁号ひさあ報広

町営 工 事入札状況

昭和32年 8月 8日

’~ 3・郵便物忽可

ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
l
ス
ク
ー
ル

制
H
7
P
キ
1
ク
ソ
プ
の
主
催
で
、
冬
休

み
を
利
用
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
メ
ク
ー

ル
が

一
月
一一一日
か
ら
六
日
ま
で
新
ぶ
合
ス

キ
i
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
%
の
参
加
者
述
は
、
指
持
者
の
烈

心
な
指
導
に
み
る
み
る
l．
述
し
、
本
さ
に

も
め
げ
ず
ゲ
レ
ン
ゲ
せ
ま
し
と
削
っ
て
い

ま
し
た
。

紋
習
の
合
い
間
に
は
、
み
か
ん

め
い
や
も
ち
つ
き
も
あ
り
、
有
意
義
な
冬

休
み
を
過
ご
し
ま
し
た
。

理

積
雪
時
の
除
雪
と

理

盟

火
災
予
防

E

こ
の
時
期
に
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、

梢
告
の
ね
消
防
車
の
運
行
及
び
消
前
用
水

利
の
確
保
に
支
障
が
で
て
大
惨
事
に
な
る

恐
れ
が
多
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
乙
の
お

町
内
の
一
斉
除
勺
及
び
消
火
栓
、
貯
ル
下川川

問
問
の
除
雪
等
を
行
ゥ
て
万
一

の
火
決
に

備
え
て
下
さ
い
。

ま
た
仰
泌
さ
が
厳
し
い
毎
日
が
統
き
緩
房
総

日
討
を
各
家
庭
で
使
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

積
雪
期
は
州
記
の
よ
う
な
怒
条
件
が
煎
な

り
ま
す
の
で
器
具
等
の
取
敏
い
に
は
充
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
不
幸
に
し
て
火
災
が
発
生
し
た
と
き

は十
八戸
を
出
し
て
火
山
’
だ
／
と
家
悠
や
近

所
の
人
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
、

一
人
で

消
そ
う
と
し
た
り
、
逃
げ
出
し
た
り
し
な

い
で
備
え
付
け
の
尚
火
総
等
で
消
火
に
刈

る
と
共
に

一．

九
番
へ
落
ち
つ
い
て
場
所

－
M
似
物
、
火
災
の
状
配
を
明
憾
に
一
刈
山
附

し
て
下
さ
い
。

． 
国

民

年

金

「
｜
｜
一

二
寸
絞
に
な
っ
た
ら
除

「

一

則
と
し
て
、
だ
れ
で
も
何

i
－

一

ら
か
の
公
的
年
金
制
慢
に

l

’F
」

宇

」

J

J

U

加
入
す
る
ζ

と
に
な

っ
て

一一

金

い
ま
す
。

ー

ド

会
社
や
工
場
で
働
に
人

宇

」

ム

2
1

L

V

J
JS

は

「
厚
生
年
金
」
、
公
務

ち

民

日
や
農
協
鵬
首
な
ど
は

ー

た

国

共
済
組
合
」
、
船
員
は

「

は

一

船

員
保
険
」
、

そ
れ
以
外

一

一

の
農
業
、
漁
業
、

自
営
業

「
｜
｜
－

の
人
は
、
必
ず
「
国
民
年

金
」
に
加
入
し
な
け
れ
ば
忽
り
ま
せ
ん。

坪
生
年
金
や
共
済
年
金

・
船
員
保
険
な

ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蟻
場
で
加
入
の
手
枕

き
が
行
わ
れ
ま
す。

と
ζ

ろ
が
個
人
を
対

象
と
し
て
い
る
国
民
年
金
の
樋
合
は
、
二

十
歳
に
な
っ
た
ら
自
分
で
加
入
の

M
川
を

住
所
地
の
市
町
村
へ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。年

金
と
い
う
と
、

右
い
み
な
さ
ん
が
た

． 
は
「
齢
を
と

っ
た
と
き
の
め
の
だ
か
ら
、

自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い
わ
れ
る
で
し

ょ
う
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

年
金
は
、
飴
を
と
っ
た
と
き
ば
か
り
で

な
く
、
思
い
が
け
な
い
災
難
な
ど
で
け
が

を
し
た
と
き
や
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と

き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
は
私
た
ち
の

一
作

を
保
障
し
て
く
れ
ま
す
。

か
げ
金
は
、
定
繍
制
で
月
二
、
・
00
0

川
（
四
月
か
ら
は
二
、
七
一一一

O
刊
）
。

こ

の
ほ
か
に
、
四
O
O円
多
く
か
け
る
ζ

と

に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
月
二
、
六
C
O
川
（

四
月
か
ら
は
一－つ

ご

f
O川
）
将
米
、
よ

り
多
く
年
金
を
受
げ
ら
れ
る
附
加
年
合
も

あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
そ
し
て

老
後
の
た
め
に
、
村
ひ一

十
践
に
な
っ
た

ら
凶
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

く
ね
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地

区
作
金
委
員
、
又
は
役
場
住
民
課
国
民
作

金
係
（
曲。
一ニ
1
1
一
一ハ）
O
）
へ
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
実
態
調
査
に

ど
協
力
を

ζ

の
調
査
は
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
摩
市
明
お
よ
び
現
在
当
町
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
万
で
住
民
烈
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

方
等
を
・調
査
し
て
よ
り
．
汁
確
な
住
民
出
佳

作
成
し
、
そ
れ
を
選
ぶ
に
繍
祉
、
選
小
等

行
政
の
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
阿
る
目
的

で
こ
の
調
査
を
行
う
の
で
、
淵
査
員
が
三

月
下
旬
頃
に
お
宅
を
必
閉
し
た
と
き
に
、

ご
Mm刈
を
お
願
い
し
ま
す
。

一〈
今
月
の
表
紙
〉

…

文
部
省
昭
歎
の
茶
嫡
み
歌
で
親
し
ま
山

川
れ
て
い
る
「
せ
っ
せ
っ
せ
」
は
女
の
子
山

～
の
遊
び
で
、
一一
人
の
少
女
が
む
か
い
あ
V

J

っ
て
手
を
打
ち
あ
う
の
が
皆
涌
だ
が
、

～
数
人
が
輸
に
な
っ
て
放
に
あ
わ
せ
て
附
v

v

の
者
と
手
の
ひ
ら
と
手
の
ひ
ら
を
あ
わ

山

山
せ
、
そ
の
川
、
手
の
ひ
ら
に
似
し
持
つ
日

｝
た
川
を
次
々
に
送
り
波
守
遊
び
も
あ
る
山

歌
に
も
色
ん
と
あ
り
、
別
代
は
ア
ル
V

M

プ
ス
一
方
尺
こ
や
り
の
上
で
：・

と
か
日

～
せ
っ
せ

っ
せ
よ
い
よ
い
よ
う
お
寺
山

川
の
和
尚
さ
ん
種
ま
い
て
葬
か
出
て
ふ
く…

へ
ら
ん
で
花
が
咲
い
た
ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
山

川ン
で
川
々
遊
ん
で
い
る
勺

附
利
の
初
め
に
は
青
葉
し
げ
れ
る
桜
山

内
弁
の
・：：・、

桃
太
郎
さ
ん
桃
太
郎
さ
ん
川

〉
で
遮
び
、
大
け
に
は
せ
っ
せ
っ
せ
、
こ山

山
こ
は
お
国
の
何
百
塁
、
幽
離
れ
て
透
き
満
～

日
洲
の
：
：
：
が
流
行
し
、

一
一偽名
く
数
わ

円

山れ
た
の
は
な
ん
と
い
っ

て
も
茶
摘
み
歌
～

日
の
せ
っ
せ
っ
せ
．
夏
も
近
づ
く
八
十
八
円

山
夜
、
と
ん
と
ん
－

e
e

－－－
で
あ
ろ
う
。

表
紙
の
淑
は
川
前
中
凶
歌
ね
れ
た
仏片
山

J

ら
し
い
歌
で、

富
山
県
が
石
川
県
と
い

～

日
っ
て
い
た
凶
に
歌
わ
れ
た
・
も
の
で
あ
ろ

山

山
ぅ
。
せ
っ
せ
っ
せ
の
川
治
則
の
淑
と
し
へ

｝
て
紙
上
納
介
さ
れ
た
の
は
県
内
で
ζ

れ
日

〈
が
峨

一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
写
真
は
川
、
織
内
町
に
て
）

(61 
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い
ま
、
成
人
病
対
策
が
全
国
的
な
問
題

と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
朝

日
町
で
は
特
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
循
環
器
系
の
脳
率
中
、
心
臓
病
、

高
血
圧
症
に
ガ
ン
を
加
え
た
四
大
成
人
病

に
よ
る
過
去
十
年
間
の
死
亡
の
推
移
を
み

る
と
、
人
口
比
で
み
た
死
亡
率
、
総
死
亡

者
中
に
占
め
る
割
合
と
も
、
全
国
、
富
山

県
と
比
較
し
て
ず
ば
ぬ
け
て
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

（
間
和
五
十
二
年
で
は
、

死
亡
者
百
人
の
う
ち
七
九
人
ま
で
が
成
人

病）

ひさあ事援

：： ：：制~ふ〕～f白

広

人口10万人t;j成人病死亡率の縫移

昭 和32午 8fl 8日
ー“ 第 3・ 郵便物u旬 一一

I• • ' 

I 

M恥

リ

l
ズ
｜｜ 

死

亡． 
① 

と
こ
ろ
が
、
悶
和
四
十
九
年
度
の
由
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
疾
病
状
況
（
疾
病

別
割
合
）
調
べ
で
は
、
逆
に
、
富
山
県
、

全
国
と
比
較
し
て
成
人
病
態
者
が
や
や
少

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
朝

日
町
に
は
自
分
で
は
気
の
つ
か
な
い
、
い

わ
ゆ
る
前
任
成
人
病
山
者
の
多
い
こ
と
が

縦
祭
さ
れ
、
こ
れ
が
か
な
り
重
症
化
し
て

治
療
に
か
か
る
た
め
、
成
人
病
の
高．
死
亡

ひ
い
て
は
高
医
療
費
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

1! ~ 
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く現況届出b済みでしょうか〉

出
民
年
金
の
老
齢
蜘
戸
一
雄
第
老
町
附
」

年
点
目
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
句

作
一
回
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現

況
間
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

。
現
出
版
の
用
紙

一
月
中
旬

に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
鍛
本
人

に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

。
現
配
属
の
提
出
期
限
；
l
昭
和

五
十
一一一
年
二
月
十
五
日
ま
で
に

船
出
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

六
月
の
定
期
支
払
分
か
ら
、
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

現
況
周
の
用
紙
が
届
か
な
く
て

引
出
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
ま

た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課
年
金

係
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

、。
－
V
 

ー愛の献血a

・ 11・12月実純分一

ご協力

ありがとう

ございました

協力者芳名

河
内
和
慾
（
後
町
）
、
小
杉
似
む

（
荒
川

）

佃

島

常

（
南
保
）
、

水
島
勝
義
（
宮

崎
）
、
石
原
諭
ハ
平
柳
〉
、
河
村
鼠

（
月
山
〉
、
竹
内
普
笛
（
笹
川
）
、
村
上

彩
（
藤
塚
）

、
近
藤
益
美
（
長
野
）
、

竹
中
日
仏
（
道
．
卜
〉
、
美
佐
修
治

（泊）

、
平
柳
実
（
荒
川
）
、
河
村
美
智
子
（

平
卿
）
、
岡
本
川
子
（
衆
車
野
）
、
般
住

阜
商

（
大
半
）
、
佐
渡
晴
子
（
東
商事野
）

、
線
建
恵
子
（
大
平
）
、
大
久
保
喜
八
郎

（
大
家
庄
〉

、
吉
井
秀
樹
（
月
山
〉

、
島

端
秀
紙
（
僚
出
）
、
波
間
広
三

へん川崎）

、
古
沢
弘
志
（
泊
）
、
竹
内
秀
孝
（
笹
川

）
、
氷
山
司
（
荒
川
）
、

山
手
妙
子
（

似
町
）
、
山
手
鏡
夫
（
桜
町
）
字
川
正
弘

（
駁
町
〉

、
殿
村
修
（
積
地
）

、
高
出

六
列
（
清
水
町
〉
、
紳
子
沢

正
（
道
下

〉
、
湊

京
子
（
荒
川
）

、
佐
渡
桁

一
〈

赤
川
d

、
岡
田
和
夫
（
綴
尾
）
、
水
島
秀

信
（
藤
塚
）
、
山
口
鶴
美
子
（
泊
）
、
凶

作
俊
務
（
宮
崎
）
、

秀
永
政
成
（
山
崎
〉

水
島
秀
博
（
境
〉
、
山
本
洋
至
（
蛭
谷
）

、
水
品
伊
春
F

宮
崎
）
、
山
崎
鋭
機
（
舟

川
新
）

、
脇
山
正
美
（
策
草
野
）
、
吉
川

崎
浩
（
窪
田
）
、
長
舛
一

れ

（
笹
川
）
、

何
端
浩
明
（
小
在
池
）
、
近
藤
利
佳
子
（

長
野
）
、
金
森
向
（
下
山
新
）
、
鍋
尚

尚
（
殿
町
）
、
坂
本
優
（
下
山
新
）

、
氷
上
義
市

（
殿
町
）
、
小
川
弘
樹
（
下

野
）
、
田
中
康
夫
（
桜
町
）
、
山
本
箔
一

（
山
崎
）

、
松
原
和
利
（
蛭
谷
）

、
藤
田

朱
実
（
三
枚
鱒
）
、

中
島
敏
（
下
山
新

）
、
大
島
和
浩
〈
桜
町
）
、
末
上
宗
明
（

大
平
）

、
問
中
鹿
混

（
大
家
庄
）
、
稲
忠

利
率
（
藤
塚
）
、
住
吉
田
知
（
下
山
新
〉

、
占
川

俗
（
南
保
）
、
竹
内
総
男
（
笹

川）

、
大

村

茂

（
策
草
野
）
、
土
師
脱

子
（
沼
保
）
青
島
弘
（
宮
崎
）
、
勝
原

美
喜
子
（
間
保
）

、
沢
川
孝
樹
（
金
山
）

、
勝
川
昭

一
（笹
川
）
、
加
藤
好
進
（
宮

附）

、
殿
村
茂
（
石
谷
）
、
金
井
利
勝

（赤
川
）
、

亀
山
征
之
（
沼
保
）
、
黒
崎

ω由
美
子
（
山
崎
〉

、
沢
岡
市
造
（
月
山
）

（十

一
月
分

七
五
名
）

長
谷
宏
（
道
一
ト
〉
、
田
中
淳
子
〈
綾
町

）
、
長
井
斉
（
笹
川
）

、
山
手
理
恵
子

〈
桜
町
）
、
高
松
隆
則

（
泊
）
、
芦
間
明

美

（
絵
潟
町
）
、
酒
弁
重
信
（
道
下
）
、

水
島
義
晴
（
境
）
、
島
田
勝
義
（
綴
尼）

、
深
沢
一
男
（
境
）
、
字
問
芳
間
（
南
保

）
、
問
川
間
久

（
沼
保
）
、
青
木
重
夫
戸

的）

、
松
崎
春
江
（
平
柳
）
、
近
江
和
夫

（
元
医
微
）、

水
防
在
美
（
境
）
、
出
目
成

紀
男
〈
泊
）
、
西
島
義
弘
（
下
山
新
）
、

沢
井
美
総
子
（
積
水
）

、
土
居
勝
彦
（
泊

）
、
水
島
和
彦
（
境
〉
、
竹
内
絹
子
（
恢

川）

、
河
村
花
人
（
大
広
）

、
大
平
熔
閉

（
平
柳
）
、
伊
藤
美
雪
（
大
M
m
〉
、
砂
川

以
（
w
f
柳）

、
仙
名
恒
好
（
山
崎
）
、

が
義
景
一
（
宮
崎
）
知
光
行
（
策
態
野

）
、
悔
沢
勉
（
泊
）

、
長
谷
栄
子
（
南

保〉

、
山
川
孝
子
（
倹
道
）

、
大
知
勝
山

（
山
崎
新
）
、
江
端
孝
雄
蹴
（
殿
町
）
、
抑

制
京
子
〈
沼
保
）
、
佐
渡
佑

一
（
赤
川
〉

、
清
水
恵
美
子
（
金
山
）
、
米
間
健
次
〈

東
煎
野
）
、
殿
村
利
子
（
桜
町
〉
、

高
木

え
り
子
（
西
町
〉

、
谷
口
滋
人
（
蛭
谷
〉

谷
口
誠

一
（
蛭
谷
）
、
谷
口
和
美
（
蜂
谷

）
、
谷
口
紀
美
了

戸
蛭
谷
〉
、
美
佐
光収・

（
荒
川
）

、
田
沢
和
夫
〈
日
東
町
）
、
赤

川
m
E
子
（
荒
川
）
、

水
下
一
一
忠
｛
平
柳
）

田
中
洋
子
〈
平
柳
）

、
西
村
吉
英
（
月
山

）
、
宍
一戸
公
子
〈
平
柳
）

、
五
十
嵐
久
子

（
平
柳
〉

絵
本
政
子
（
平
柳
）
、
花
出
セ

ツ
子
（
平
柳
）
、
寺
越
↑市中央

（平
柳
）
、

古
川
ル
ミ
子

（
平
柳
）
、
八
木
和
美
（
W
T

柳
）
、
谷
治
体
平
訟
笑
（
W
T
柳
）
、

原

花

枝
（
平
附
）
、
願
川
真
利
子
（
平
仰
）
、

佐
々
木
加
代
子
（
平
柳
）
、
佐
々
木
千
加

子

（平
柳
）

、
松
本
家
子
（
宮
崎
）
、
長

井
栄
（
笹
川
）
、
松
本
研

一
〈
宮
崎
）

高
体
友
道

（緩
町
）
、
長
崎
伸
明
美
（
山
崎

）
、
長
津
輩
出

（
山
崎
）
、
来
上
茂
美
（

大
平
）
、
古
市
三
郎
（
泊
）
、
大
森
和
子

（
長
野
）
、
師
側
山
寿
美
（
平
仰
）
、
松
間

京
子
〈
平
柳
）
、
佐
藤
ゆ
か
り
（
平
柳）

、
佐
藤
栄
子
〈
平
柳
）、

片
桐
和
茂
（
平

柳）

、
住
吉
久
雄
（
金
山
）
、
小
山
利
久

（
山
崎
）
、
島
田
利
勝
（
泊
）、

初
悶
由

美
子
（
殿
町
）
、

富
岡
治
里
〈
横
道
）
、

沢
田
輝
美
（
月
山
〉
、
水
島
清
信

（
宮
崎

）
’
右
井
久
仁
子
（
下
野
〉
坂
東
由
紀
夫

（
績
回
〉

(7) 

（十
二
月
分

八
五
名
）

9 
7 
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…

一

西

東

一

；

御
手
洗
の
水

－宮崎．

一

仰

泌

貸
し
人
が
佐
事
へ
弓
さ
れ
る
と

ヅ
S
R
リ
こ
の
話
し
を
聞
き
気
の
毒
が
山

ω

き
・
泊
の
越
坂
を
す
き
宮
崎
に
入
リ

リ

あ
た
り
を
突
し
た
か
買
っ
か
う
谷
川

似
通
り
が
か
り
の
梅
宮
の
九
里
家
に
立

が

コ
た

山

仰
寄
リ
一
一
俊
の
宿
を
求
め
ら

れ

た

川

村
は
そ
の
夜
タ
フ
の
木
の
下
で
…

仰
と
こ
ろ
が
家
は
待
遇
だ
「，
た
の
で
野
宿
し
．
夜
が
明
け
る
と
水
を
求
め

m

仰
宿
泊
を
お
こ
と
わ
り
し
た
と
こ
ろ
・

て
あ
た
リ
を
保
し
た
が
ど
こ
に
も
水
…

仰
川
崎
は
宮
崎
の
西
は
ず
れ
の
林
ヘ
行

が

与

く

‘
や
む
な
く
川
村
は
校
て
ク
…

切
か
れ
た
。
現
在
の
村
の
西
端
は
道
の

ブ
の
木
の
下
を
突
い
た
と
こ
ろ
濁
水
一

w

片
方
は
産
．
反
対
は
す
ぐ
海
に
ぢ
つ

が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
き
た
と
い

川

似

て

い

る

が

‘

首

は

こ

の

あ

た

り

は

大

う

…

仰
木
の
繁
っ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
っ
た
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電
気

の
修
理
’
は

b
早

め

に

電
気
を
安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め

北
陸
電
力
で
は
、

二
年
ど
と
に
定
期
安
令

診
断
に
伺
っ
て
い
ま
す。

修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筒
所
が

あ
っ
た
場
合
は
曾
類
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
電
気
民
さ
ん
に

直
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
火
災
や
感

砲
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

北
陸
傷
力
泊
営
業
所

（舎
．1

ヘズ

υ二
八）

－

簡
易
保
険
新
加
入

運
動
三

月
t
三
月）

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
創
業
以
来
六
十

余
年
の
問、

み
な
犠
の
身
近
に
あ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
事
故
災
省
、
お
子
園
僚
の
教
育
、

老
後
の
生
活
な
ど
の
準
備
資
金
と
し
て
明

る
い
く
ら
し
っ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
な

が
ら
堅
実
に
発
脱
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
ご
契
約
を
い
た
だ
い
て
い
る
件

数
は
五
、
一

O
O万
件
、
保
険
金
や
配
当

金
と
し
て
お
支
払
い
す
る
ま
で
の
間
お
預

り
し
て
い
る
資
金
は
九
兆
円
を
超
え
学
校

住
宅
、
道
路
、

病
院
な
ど
に
伎
の
れ
豊
か

で
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
た
め
に
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

mu初
保
険
は
お
轡
類
も
あ
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活
設
計
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あ
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せ
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だ
さ
い
ま
す
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う
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便
局
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ご
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お
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し
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乍
止
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集
i
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内

J

案
附
ぷ談相

よ
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ヲ
交
》

政相

毎月第 1火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

川上照一 （ぎ3-0058)

談ム行

OJ 

働所

相談員
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会

λ
今
月
の
税
金
V

川一
応
白
川
税
（
第
判
別

分
）
阿
保
氏
似
の
中
山

道
山
山
は
．．． 
月
十
一九
H

ま
で
で
す
の
期
以
に
お

く
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

1ν

ょ
－つ
。

。
臨
創
刊
受
付

十
七
日宮市
て

。
試
験
期
H

一二
月
二
十
九
日

。
間
合
わ
せ
先
一T
州
以
山
市
赤
江
町

一
ο

四
五
・
：
富
山
県
立
抗
陥
γ
川
等
学
校
｛
震

の
七
六
匝
｛引
－四
九
五

一
）

二
月
二
十
日
か
ら
一一一
月
二

凶
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
の
・
お
知
ら
せ

附
和
五
十
三
年
度
回
定
資
陀
税
脈
課
の

以
ぶ
と
な
る
土
地

・
家
出

・
川川川却
資
略
の

評
川
川
額
が
登
載
し
て
あ
る
凶
定
資
産
課
税

、v
，両V

> 

d
h
d
 

。
学

料

保

育

料

。
募
集
人
員
b

！
約
八
十
名

〈V
修
業
年
限
にし
二
年

〈V
履
修
方
法
γ
。週
五
日
登
佼。

一
日
ご
時

間
学
習
。
学
習
形
態
は
午
前

・
夜
・

什

番
二
交
代
（
一
週
間
お
き
に
午
前
と
午

後
の
綬
業
を
受
け
る
）
の
三
形
態
。

。
受
験
資
格
じ
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
広告

及
び
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
者
。

人権法律相談

2月21日（火）

午後 1時～午後4時

朝日町福祉センター

人権擁護寮員

上国憲二（舎 2-0127)
白：団結芳（雪 2-2164)
小沢浩（雪 3・-3000)

時

.所
相談員

ム

日

心配ごと相談

毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センタ ー

（宮3-0575)

時

ム

日

台
粧
を
次
に
よ
り
ぷ
払
に
駅
し
ま
す

3

V
縦
覧
の
場
所

朝
日
町
役
場
税
務
部

V
縦
覧
の
期
間

一三
月
一
日
か
ら
と
い
，二
十
臼
ま
で

V
異
磁
の
申
立
て

一三
月

一
日
か
ら
三
月
一一一
十
日
ま
て

課
税

m
m額
引
い
川
正
は
次
の
よ
ヨ
に
な
っ

て
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ま
す
c
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家
屋
γ
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．
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－
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綴
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克
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悶

u
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等
附
利
五
十
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に

家
um
の
移
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が
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っ
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納
税
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以
外
は
川

年
の
と
お
り
で
す
。

八
土
地
V
地
自
の
疫

m－
土
地
改
良
に
よ

る
換
地
処
分
等
が
さ
れ
、
新
た
に
田
山
資

政
税
が
課
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
土
地
以

外
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

宅
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・
山
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・
原
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・

総
種
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かしJ
h

農
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以
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の
土
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は
、

制
和
五
十
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課
税

原
燃
矧
に
対
す
る
上
日
本
が

一
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倍
か
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平
れ

弓

絞

h
A
別
の
時

出

山

重

吾

分
校
日
記

エ
一好

以

一－一

独
り
き
り
の
伏

民

子

川

・
比一｝一

武
蔵
坊
弁
ぬ

i

・2

今

栄

光

お
と
こ
の
秘
図

3

池
波
正
太
郎

信
従
の
海

大
原

宿
校

肖
毎
の
門

知
4
郡

五

水

路
之

必

の

料

品

川

山

一

般

敗

州

松
本

的

根

山市

令

安

部

公

川

，カラ
ス
の
結
い川

渡
辺

淳

一

オ
ル
カ

ア
l
川
l
・
ヘ
i
ツ
オ
i
hグ

州
池

一
放
の
野
山
川

南
似

品W
飾

黄

金

の

日

目

減

山

一三
郎

鮒
道
物

詩

巡

上

・
下

山

本
周
五
郎

ち

ん

ぱ

ん

騒

乱

記

必

本

義

．

氏
出
太
平
記

6

池
波
正
太
郎

赤
ん
坊
の
生
一
ま
れ
な
い
日

三

川

誠
広

印刷介
し
た
本
は
新
し
く
入
っ
た
本
の

．

部
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
際
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
一
人
二
冊
以
内

一
週
間
か
り
ら
れ

ま
す
っ
本
の
借
り
出
し
は
無
斜
で
す
。
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1た 問

uuh 
他

'11lの

人

病

予

以住l三地所健保動防 I 手事

区

段、宮崎、 笹川
的、五箇fl：、南保

南保、 111崎
人家正、五箇IE

地で々4 9 i手I0 Jj生 ＇ 14(・｝く）

15（サ；）

人たJ
 

あ、ノn
ν 拍

州通

プ
叶
H
J

一アソ

樋

・シ

雌

防

俊

民

予

日

似

合

百
般
川
出

子

保

健

診検山益主3 母

15（水）

掛か－；~~の喰帰納言

八
骨
折
の
応
急
手
当

V

療

一

家
で
付
折
事
故
を
起
こ
し
た
・

：

。

そ
ん
な
と
き
、
病
院
へ
運
ぶ
前
に
、
作
．
し

い
応
急
手
当
を
し
て
お
く
と
、
ケ
ガ
も
電

く
な
ら
ず
治
り
も
早
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
打
刀
法
は

・
・
・

。

医ぴ〉

①

楽
な
安
勢
で
－
H
か
せ
て
、
一
泊
当
な
州

本
〈
そ
え
ぎ
H
段
ボ
ー
ル
知
、
心
人
き
め

の
純
誌
、
木
片
）
な
ど
が
あ
れ
ば
、
動

か
な
い
よ
う
に
固
定
さ
せ
て
病
院
へ
辿

れ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
刷
・
本
は

い
り
折
部
の
上
下
の
附
節
2
0
所
を
附
・
一
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

庭一 一 家

①

適

当
な
副
本
が
な
い
場
合
に
は
、
手

・
l
t
i
e
－－
；
。

や

腕
な
ら
・
：
角
布

（
な
け
れ
ば
風
日
教
な

ど
）
で
酋
か
ら
つ
る
す
よ
う
に
し
ま
す
。

起
筒
の
場
合
に
は
、
山
被
か
せ
た
ま
ま
鯵
か
に
近
く
の
印
刷
院
ヘ

運
ん
で
下
さ
い
。
や
た
ら
に
動
か
し
た
り、

む
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
・
・

・0

〈
け
い
れ
ん
や
筋
ち
が
い

γ

酬
明
お
き
た
と
き
、
山
が
自
由
に
ま
わ
ら
な
く
な
る
桜
ち
が
い

や
、
夜
中
に
急
に
泌
が
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
多
い
乙
と
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
の
泌
急
手
当
の
方
法
は
・

－－
n

ハ
息
舗
を
温
め
る
いv

向
い
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
部
分
を
強

く
も
ん
だ
り
、
た
た
い
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

出
川
い
部
分
を
Mmい
H
Y
オ
山
げ
な
ど
で
、
忠
部
を
Mm－
つ
よ
う
に
し

て
臨
め
る
と
摘
み
が
と
れ
て
き
ま
す。

よ
く
、
こ
う
業
類
を
は
っ
て
冷
や
す
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
か
え
っ

て
泌
訓
川
県
に
な
り
、
痛
み
が
僧
す
よ
う
に
な
り
ま
ず

か
ら
絶
対
に
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
。

日、一ゾ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
附
に
も
よ
く
起
が

つ
る
ζ

と
が
あ
り
ま
す
の
そ
の
時
も
で
き
る
だ
け
巾
め
に
削
め

な
が
ら
、
日
比
や
指
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
も
ら
い
、
け
い
れ
ん
し
て
い

る
節
分
を
似

M
ω
す
る
と
引
く
な
お
り
ま
す
ω

（］り）3 3 ）負傷者。者。｝死3 （ ~~'if：累計数 3件1月の町内交通事故


